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平 成 2 7 年 1 2 月 8 日 本会議発言項目  

 

質 問 項 目 要 旨 

甲府と宝石のブランド力向上と 

活性化について 

 

① 「甲府の証」認定後での広報、周知

活動について、東京のアンテナショ

ップなどでの取り扱いを含め、今後

の展開についてお聞かせください。 

② 「甲府ジュエリーマップ」として「甲

府の証」が買える新たなマップ作成

について、県内外へのアピールや周

知方法について、お聞かせください。 

③ 活気の胎動が見え始めた銀座を中心

としたエリアに、甲府市まちなか不

動産バンク事業を更に進め「空き店

舗活用、ジュエリーショップ工房開

店促進」などに特化させた施策につ

いて当局の御所見を御示し下さい。 
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○「甲府と宝石のブランド力向上と 

活性化について」 

最後に「甲府と宝石のブランド力向上と活性化について」

伺います。 

観光客、ジュエリー購買層に対し、甲府のジュエリーの

購買意欲を高められるよう、H26 年度 2014 年の市施策とし

て、宝飾産業広報活動促進事業が執行されました。県外観

光客への更なる広報活動は、地旅、ジュエリーツーリズム

などと併せ、昨年は街なかの工房とコラボし「甲府の宝石

ブランド力向上」での施策が進展されています。 

また、宝石自体のブランド力を高める人材育成としては、

若手職人への Koo-fu につぐ、新たなブランド構築のため、

技術力、デザイン力を高める講習会も開催され「人材育成

への道筋」も開かれました。 

これ等宝飾産業振興については、委員会や本会議等で何

度か取り上げ提言させて頂きましたが、本年 10 月 27 日に

は「甲府の証」として「TO LABO×1DK シリーズ」がジュエ

リーの甲府ブランドに認定され、取り扱うショップも、オ
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リオンイーストに 2 店舗が開店されるなど、此処数年間の

施策推進の当局成果は高く評価しております。 

県に於いてのブランドイメージ施策「山梨県とワイン」

は、繰り返し周知広報活動に因り全国に定着しました。 

甲府ブランドイメージ力向上策は「甲府と宝石」につい

てだと考え「甲府の証」も重要だと考えます。 

（1）そこで質問します。「甲府の証」認定後での現在の広

報、周知活動はどの様に行われているか、ジュエリーにつ

いては東京のアンテナショップなどでの取り扱いを含め、

広報活動と今後の展開についてお聞かせください。 

しかし此処までの施策推進でも、県外観光客からの声は、 

「宝石の街」として知っているが、甲府駅を降りた後、観

光案内所でマップを貰っても、ジュエリーを買う場所は

点々と散在している。更に買うのに甲府の中心街から離れ

なければならない。という、お声を戴くことがあります。 

民間での経済活動で有ることは当然承知していますが、

県市で補助した甲府の宝石としてのブランドの 要
かなめ

の

「Koo-Fu」更なる甲府ブランドとして「甲府の証 TO LABO
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×1DK シリーズ」などの付加価値向上産品はできても、「売

っている場所」の周知や、甲府の中心街で「買える場所」

として、店舗が中心街に集約され多くなければ「甲府の街

でジュエリーを買う」イメージ力や、「甲府の証」のブラン

ド力の発揮もできなくなってしまうものと考えます。 

これ等を勘案し 6月に「中心市街地空き家対策について」

の質問で述べさせて戴いた、中心市街地への空き店舗活用

や定住策での若手職人の工房、ジュエリー店出店は必要で

あると考えており、市当局でも既に同様に考えられ、 

オリオンイースト 2 店舗の実現をされているものと承知し

ておりますが、更に力を入れるべきです。 

（2）そこでお聞きします「ブランドの浸透」「観光客の購

買意欲の向上」を、総合的に進められる手立てとして「甲

府の証」が買える店の紹介までを含めた観光客の目を引く

ような新たな「甲府ジュエリーマップ」などの作成につい

てお聞かせください。 

（3）3 点目の質問として、活気の胎動が見え始めた中心街

エリアの「空き店舗活用でのジュエリーショップや工房の
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開店促進」などについて、当局の御所見を御示し下さい。 
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○堀井 産業部長 

「甲府らしさ」を有する魅力ある商品等を甲府ブランド

として認定し、甲府の知名度の向上と地域活性化を図るた

め、平成 25 年度に「甲府ブランド」認定制度を創設しまし

た。 

これまで、4 つの食品を「甲府の証」として認定し、ホー

ムページでの周知や国内観光プロモーション等において PR

するとともに、「かいてらす」や「風土記の丘 農産直売所」

等での販売支援や PR を行ってまいりました。 

こうした中、今年度、認定制度を見直し、新たにジュエ

リーなどのクラフト部門、農林産物部門を加え、それぞれ

の基準を設定するなど申請者に解りやすい内容に改正し、

10 月には「甲府の証」クラフト部門第 1 号となるジュエリ

ーを認定したところであります。 

一方、「甲府の街」のブランド力を高めるためには日本一

の出荷額を誇るジュエリー関連産業による「宝石の街」と

してのブランディングが非常に重要であります。 

そのため、本年 11 月、宝石美術専門学校等のジュエリー
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関連施設の周辺を「ジュエリー・クラフト関係集積エリア」

と位置付け、このエリアの空き店舗に入居した場合の補助

を手厚くするとともに、現在、創業者のスタートアップ支

援等に関する企画提案を募集しているところであり、これ

により、集積エリアへの出店を促していきたいと考えてお

ります。 

また、「宝石の街甲府」のブランディングには、国内外へ

の積極的な PR が重要でありますので、現在、認定したジュ

エリーを PRするためにポストカードの作成に取り組んでお

り、年明けには、都内で開催される展示会において本市の

ブースを設け、認定したジュエリーの PR を行う予定であり

ます。 

今後におきましても、効果的な PR 方法を検討・実施する

とともに、議員ご指摘の「購買意欲を高める」という視点

に立ったマップ等も作成していきたいと考えております。 

いずれにしましても、これらの事業の推進により街の魅力

を高め、創業者や交流人口を増やし地域経済の活性化に努

めてまいります。 
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○佐野弘仁 

＜再質問・要望＞ 

ご答弁ありがとうございました。 

ただ今ご答弁ありました宝石の街については、今後もプ

ランディングを続けて行かれるとの事。11 月に施策執行と

なった中心街へのエリア集積については、宝飾業界のある

社長さんから宝石のまち甲府が寂しい、とのお声を頂いて

から、3 年ほど追いかけてきたこと、私自身も今期マニュフ

ェストで掲げ、政策提言として予算、決算特別委員会で過

去 2 回、本年 6 月議会でも空き家対策と併せて取り上げさ

せて頂き、政策提言が叶ったこと、嬉しく思います。 

またマップについても作成されるとのこと、これも活性

化には嬉しいことであります。 

どうか今後も「宝石の街甲府」での活性化を図って頂き、

地場産業を盛り立てて頂きたい事をどうか宜しくお願いし

ます。 

以上を持ちまして私の 12 月全 4 問の質問と致します。 

ご清聴感謝致します。大変にありがとうございました。 


